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語
緊
礪
饗
蕊
難
鞍
瀦
鵠
C
鵠
磯
竃
誘
欝
霞
批
眺
麸

冨
・
長
に
関
係
の
あ
・
霧
で
・
繁
他
の
・
葦
・
て
い
t
の
・
で
で
ζ
だ
竃
・
元
す
・
二

言
肥
語
誌
誤
語
怒
は
ほ
ぷ
訓
詫
傷
川
順
彗
ビ
雛
謬
治
卵
謬
酬
璽

言
…
・
に
・
て
い
・
す
．
で
す
か
・
、
役
場
・
禦
で
・
6
た
h
羨
・
に
戊
…
う
に
お
‘
で
二

湾
旧
㎏
鷺
欝
咋
せ
、
こ
、
が
で
き
．
。
う
．
．
な
．
ξ
二
、
ど
『
イ
、
川
．
撒
ん
’
：
よ
な
｝

機

構

を
改
め

一職
口
貝
の
配
置
か
え

　
町
で

は
、
住
民
課
の
間
設
、
及

び

係
の

び
、
躯
な
ど
機
惜
を
改
め
、

八

月
一
日
日
’
八
月
十
∴
川
日
で

大
巾
な
人
事
異
、
勒
を
川
な
い
ま
し

た
。
W
動
後
の
職
〔
．
配
肺
は
、
ヶ
、

の

と
お
り
で
す
。
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司
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光
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狂
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．
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課

長
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清
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※
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理
係
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○
　
諏
訪
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昭
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係

o
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〃
　
　
　
宮
内
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※
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畏
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係

　
　
　
　
〃

※
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協
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則

南

吐
吉

わ

る

農
業
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木
主
任
担
当
員

　

　

　

　

○

　
真
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盛
男

農
林
係
長
　
◎
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良
武

　
　
　
　
　
　

永

福

信
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添
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係
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久
保
武
士
）

　

木

　
課

oo

前
田
保
夫

⌒
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〃

収
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（
吉
元
美
水
）

（
百
技
睦
子
）

（
大
西
幸
夫
）

（大
山
二
男
）

　
　
　
　
　

係
の
組
織
が
改
め

ら
れ
’
各
係
の
と
り
扱
う
事
務
内

容
も
一
部
変
更
が
あ
り
，
二
十
五

名
の
職
員
が
配
置
が
え
と
な
っ
た

た

め
、
こ
こ
当
分
の
間
’
事
務
が

お
く
れ
た
り
、
こ
め
い
わ
く
を
か

け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん

の

で
、
そ
の
点
は
御
了
解
．
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
各
課
、
係
、
委
員
会
な
ど
の
配

置
図
は
、
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）



T
’

＿一’
　　　　沃根占町広報第114号三二＝二＝＝二（2）

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　　　t

題問合統校高るす航難

t
－
s
・
－
F
t
s

　

南
大
隅
高
等
学

校
の
統
今
間
㎏
は

昨
年
、
県
の
方
で

同
高
校
の
大
根
占

根
占
両
杓
舎
及
び

川
代
高
校
三
校
の

統
合

案
か
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
い
ろ

v
経
過
が
あ
っ

た
あ
と
、
三
校
統

合
は
白
紙
に
返
し

両
校
．
口
の
統
合
と

い

う
力
針
で
今
日

に
及

ん
で
い

ま
す

　
昨

ー
、
根
占
町

で
、
県
教
委
、
郡

内
の
県
議
会
議
員

及

び

徳
留
文
教
衛

生
委
員
長
、
な
ら

び
に
両
町

関
係
首

が
集
ま
っ
て
協
議

さ
灯
ま
し
た
が
、

両

町

と
も
統
合
す

る
と
い
う
方
針
に

は
叔
成
し
ま
し
た

が
、
’
位
置
の
間
題

で
両
者
の

意
見
が
対
立
、
県
の
方

で
方

針
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
が
’
末
解
決
の
ま
s
現

在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
に
人
っ
て
八
月
二
十
六

日
県
教
委
総
務
課
長
　
行
来
町
、

九

月
九
日
県
教
委
有
黒
委
旦
長
ら

現
地
視
察
、
同
十
日
、
．
県
、
議
会
文

教
衛
生
委
員
会
、
平
原
委
員
長
ほ

か
十
名
現
地
視
察
と
両
町
で
そ
れ

ぞ
れ
協
議
会
を
開
く
な
ど
’
あ
わ

た
だ

し
い
動
き
が
あ
り
、
ま
た
、

両
町
と
も
、
県
、
県
教
委
、
県
議

会
方
而
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
運
動
を

行
い
、
い
よ
く
大
訂
め
に
近
づ
‘

い
た

感
が
し
ま
す
。

　

根
占
町
で
は
’
現
在
の
根
占
校

舎
の
と
こ
ろ
が
、
”
r
校
の
伝
統
、

地

理
の

う
え
か
ら
も
最
適
と
し
て

ゆ
ず

ら
ず
、
最
近
で
は
大
根
占
寄

り
の
今
市
附
近
の
水
州
で
も
よ
い

と
し
て
お
り
’
わ
が
大
根
占
町
と

し
て
は
、
両
校
舎
の
ほ
ぼ
中
間
に

あ
た
る
山
ノ
ロ
の
水
田
帥
帯
が
’

位
置
、
交
通
の
便
、
ま
た
教
育
の

場
と
し
て
適
し
て
お
り
、
ま
た
’

統
合
さ
れ
る
高
校
は
、
全
く
新
し

い
角
度
か
ら
、
新
し
い
場
所
に
、

あ
く
ま
で
教
育
的
立
場
か
ら
、
南

大
隅
の

最
高
学
府
に
ふ
さ
わ
し
い

立
派
な
学
校
を
建
設
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
前
記
山
ノ
ロ
地
区
を

候
補
地
と
し
て
運
動
を
や
っ
て
い

ま
す
。
P
T
A
、
同
窓
会
、
父
兄

に

し
て
も
問
題
の
早
期
解
決
を
っ

よ
ぐ
望
ん
で
お
り
、
県
、
両
町
と

も
、
高
校
急
増
対
策
事
業
と
し
て

三

十
九
年
度
統
く
n
を
目
標
に
し
て

△
蓼

Q

解
決
に
つ
と
め
て
い
る
の
で
、
い

ず
れ
に

し
て
も
、
近
く
結
論
が
で

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
わ
た

し
た
ち
町
民
と
し
て
も
’

希
望
し
て
い
る
線
で
、
o
r
＋
　
v
解
決

す

る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す

（
写
具

ヒ
は
十
日
現
地
を
綿
祭

す

る
県
議
会
文
教
衛
坐
委
員
一
行

o
印
平
原
委
員
長
△
印
坂
元
町
長

下
、
大
根
占
校
舎
で
協
議
会
、
本

町

の
意
見
を
の
べ
る
坂
元
町
長
）

※※※

　今回の年金額の引上げなどによ

り福祉年金の内容も一段と充実さ

れましたが、また、きよdl制年金

にも、国の経済の成長、国民の生

活水準の向」三などを考慮して’昭

秘1年度には、年金額等の改善が

なされる予定であり、いつそう有

利な年金制度となることが予想さ

れます。

　現在、きよ出制年金の加入者で

保険料を納められるのに、納めな

かつたり、納めたくても、納めら

れない状態にありながら免除の手

続きをおこたつたり、加入する資

格があるのに加入の届出をしない

人は、きよ出制年金はもちろんの

こと、福祉年金ももらえないこと

になりますので、この機会に、加

入している人は、保険料を納付す

るか、免除の手続きをとり、未加

入者は、すぐ加入の手続きをして

あなたの老後をまもってくれる国

民年金制度からとり残されること

のないようにしたいものです。
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上t
a
弓を額金

　
第
四
回

定
例
町
議
会
が
六
月
二

十
八

日
招
集
さ
れ
ま
し
た
が
，
そ

の

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
　
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会

　
設
置
条
例
の
制
定
、
役
場
課
設

　

置
条
例
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
条
例
、
町
有
噺
、
造
物
使
用
料
徴

　
収
条
例
の
一
部
改
正
を
そ
れ
ぞ

　

れ
原
案
ど
お
り
可
決

◎
　
皆
倉
上
’
下
部
落
、
大
尾
、

　

神
川
中
原
、
各
部
落
に
対
す
る

　
警
鐘
台
、
削
蹄
施
設
用
と
し
て

　
そ
れ
ぞ
れ
○
・
二
五
立
方
米
以

　
内
の
杉
間
伐
材
を
無
償
で
払
い

　

さ
げ
る
件
を
可
決

◎
1
般
会
計
、
製
茶
事
業
特
別
会

計

の

第
一
回
追
加
更
正
予
算
を
原

案
ど
お
り
呵
決

　
一
般
会
計
追
加
更
正
予
算
は
、

総
額
九
五
五
万
円
、
オ
出
の
お
も

な
も
の
と
し
て
、
厚
ケ
瀬
橋
架
替

事
業
費
四
七
五
万
円
（
三
七
年
度

計
上
の
も
の
を
事
業
を
く
り
こ
し

う
ち
財
源
と
し
て
起
債
二
〇
〇
万

円
）
烏
浜
の
県
単
舗
装
L
事
負
担

■

’

金
五
〇
万
円
、
町
道
改
良
費
三
〇

万
川
、
農
村
、
口
年
建
設
班
活
動
串

業
費
三
四
万
円
な
ど
で
あ
り
．

　

こ
れ
に
対
す
る
才
入
は
、
前
年

呼
（
繰
越
金
⊥
ハ
四
‥
O
一
刀
川
口
、
　
川
「
他
旧
二

o
o
万
円
、
国
県
支
出
金
一
〇
三

万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
本
骨
利
尤
氏
の
川
議
当
選
で
欠

　
員
中
の
教
育
委
員
に
、
L
、
瀬
健
郎

　

氏
を
任
命
す
る
件
に
同
意

　
◎

高
校
統
合
対
策
の
た
め
、
議
会

　
に

特

別
委
貝
全
を
設
置
す
る
件
を

議
目
，
提
案
に
よ
り
原
案
可
決
、

　

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
「
両

校
舎
の
統
合
に
よ
っ
て
、
新
し
く

才
四
回
矛
五
回

　
　

町
議
会
か
ら

町
内
に
高
校
を
設
立
さ
れ
る
場
合

は
、
そ
の
敷
地
を
町
で
無
償
提
供

す
る
」
と
い
う
動
誘
が
川
さ
れ
，

そ

の

と
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
段
中
野
邪
落
か
ら
出
さ
れ
た
、

　
「
部
落
公
民
蔀
建
設
の
た
め
の
用

村
特
売
方
に
っ
い
て
」
の
清
願
を

採
択

　

※

　
第
五
回
臨
時
町
議
会

　
ヒ
月
三
十
1
1
招
集
さ
れ
．
　
i
E
記

段

中
野
部
落
に
対
し
、
す
ぎ
来
材

五
四

立
方
米
以
内
を
、
時
価
の
一
二

割
引
で
特
売
す
る
件
を
可
決
　
　
一

◎
宿
利
原
小
学
校
民
住
宅
の
改
築
　

工
講
負
約
を
結
ぶ
件
を
旦

　
f
　
　
　
　
　
　
　
］

　
◇
工
事
費
七
ヒ
万
円
で
住
宅
改
一

乏
ロ
ペ
緯
が
霊
二
竺

。寳
繍
竃
に
よ
五

議
会

で
推

せ
ん
す

る
学
識
経
験
者
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　　　年令制限の緩和

　いままで、母了福祉年金をもら

える人は　挟養しているf’どもや

孫が義務教育修了前にあるものに

かぎられていました。たとえ子ど

もや孫が両手両足がなく、社会に

でても満足に働けないような状態

にある場合でも同じでした。とこ

ろが、今度の改正では、このよう

に一Eい病気やけがなどで洞1ヒなか

らだの状態になし人にea20　ty’にな

るまで母子、準母了福祉年金がも

らえるよう制限tl令を緩和してい

ます。そしてさらに、その子ども

や孫が20？’になれば今度は日分の

障’苔fじ金がもらえるということに

なるわけです。

祉年十にくらぺてふえた額に差が

あるのは、．・般的にこれらの受給

者の生活水準が、老令福祉年金の

受給呂にくらべて低く、しかも、

受給著が生計の中心になつている

割合がいちじるしく大きいため、

その生活実態に応じて老令福祉年

5，Zより多くなつたわけです。

　　　　国民ll冷法の一部が改正されま

　　　した。今度の改正のおもな10は、

　　　福耐肺制度の改善ですが、その

　　　他きよ出制f卜金も改正がなされて

¶声い’ます・：こではその翻・年剛

　　　度の］CIE点についてみてみましょ

　　　う。

福祉年金を増額

　福祉年金が、つぎのとおり増額

になりました。

改正後
年額（月額）

改正前
｛1三額（月額）称名

　　　7月16日から実施

　この改正のうち、基本年．lz額の

引きヒげと、所得制限の緩和は、

9月1日から、その他は、公布の！’1

（7月16日）から実施されます。

所得制限の緩和

　i目：接・受給勘こわたされる年金が

ふえたのに対し　また所得制限も

緩和されています。それには受給

権者が前年に15万］「］を越える所得

があると、年巨の支給が停止され

ることとなつているのを18万円に

引きヒげる。受給権者の生活を維

持する扶養義務7が50万円（扶養

親族5人の場合）を越える所得が

あると：．パ訪停ILされることとな

つている・”を60万円に引き上げる

このように1受給者にとつては大

へん有利になつたわけです。

1警聯；巖
fEJ：r－　〃　1，〔本額　　　；1本額

　　　　！12000　　　　　115600
＿＿一．＿1 ．．tlOOO）　i（1300）

準母f〃川司　上　同　上

　　　　これはポ和34年の農‡『の物価か

　　　r）み・Z　37・1渡は、11パーセソトの

■　　　1．‘イを示してL5のでs老令fF金
　　　も　そノ）ハ割にあたる1200円をふ

　　　やすことになつたものです。また

　　　障l　lリ時、準母師油凶口t一も36

　　　00円ふえ（います。これが老令福
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罐熟㌶蕊
いころになります。水稲は、

穂が出てから30日ないし3

5日たつて水をおとすのがよ

いようです。湿田では、やや

早めに水をおとした方がよい

でしよう。

※甘しよは、今がいちばん実

るときです。ナカシロタパな

どが発生すると実入りがわる

くなりますから十分気をつけ

るようにしましょう。

※サイロのつめこみ．をそろ

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　
1

の農作業
そろ始めましょう。

　あいているサイロは、よくi

そうじして、いつでもサイロ’

のっめこみができるようにし

ていることがたいせつです。

※ルーピンの、まきつけをす．
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

すめましょう。種は10アールi
当たり・・・…レぐらいが凶

当です。肥料el　．たい肥を忘1

れず施こしておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

つけは、今がいちばんよいこ

ろです。品種は、50日白菜、

60B白※、野崎2号などがよ

いでしよう゜
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日
の
日
程
で
熊
本
、
辰
崎
方
血
の

研

修
硯
祭
に
行
く
予
定
で
す
。

　

合
宿
研
修
に
参
加
し
た
G
日
卍
た

ち

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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構
造

改
識
昇
業
の
あ
ら

ま
し
は
六
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
後
、
く
わ
し
い
計
．
画

な
ど
順
次
、
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

讐
事
驚
開
設

　

七
月
一
日
付
で
、
県
林
務
部
の

機
構

が
I
部
改
め
ら
れ
’
今
ま
で

各
町
村
に
駐
在

し
て
い
た
「
林
業

改

良
指
導
員
」
が
集
合
配
置
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
南
隅
四
ケ
町
の

事
務
所
と
し
て
、
本
町
に
「
大
根

占
地
区
林
業
改
良
瞥
及
事
務
所
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
所
で
は
’
山
の
育
て
か
た
’

林
業

㎡
営
な
ど
遠
慮
な
く
相
炎
、

利
川
し
て
v
だ
さ
る
よ
う
望
ん
で

い
ま
す
。

　

な
お
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現
在
配
置
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と
お
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で
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。
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か
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（
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ず

れ

も
二
五
才
前
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）
が
、
会
2
8
月

に
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五
〇

円
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額
三
〇
〇
〇
円
を

と
っ
て
同
会
（
目
的
は
税
対
策
な

ど
の
講
習
会
開
催
）
に
入
会
を
す

s
め
て
い
る
が
、
勧
誘
の
や
り
方

が

い
か
に
も
国
税
〔
や
税
務
署
が

後
援
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
あ

た

え
、
納
税
者
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ど
わ
せ
、
め

い
わ
く
を
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て
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る
の
で
、
十
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い
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